
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の空中散歩 
～祝・全面開園！熊本市動植物園～ 

皆様、本日もみぞか号へのご搭乗、誠にありがとう

ございます。 

今年度（2018 年度）も残すところあと１か月程と

なりました。 

来月から新しい土地での生活を控えていらっしゃ

る方、お子様が進級・進学を迎えられる方、また来

年度も頑張るぞー！と意気込んでいらっしゃる方、

皆様にとって良い年度末となりますようにΛ 

 

さて、今回私が訪れましたのは『熊本市動植物園』 

です。2016 年の熊本地震から 2 年 8 カ月の時を経

て、昨年 12 月 22 日に全面開園を迎えられました。 

一時的に県外の動物園にお世話になっていた動物

たちも、やっとこちらに帰ってきたとのことで、私

も会いに行きました。( 約 130 種・700 頭！) 

        正門から入ってすぐ、真っ黒な 

        体に長い手足が魅力的な“クロ 

        クモザル”がお出迎えЛ 

その隣には、くりくりの目がと 

ても愛らしい、リスザルも居まし

た。 

その後、すぐに見えてきたのは、猛獣たちの姿です。

この猛獣たちは、福岡市動物園や大牟田市動物園、

到津
いとうづ

の森公園(北九州市)、九州自然動物公園アフリ

カンサファリ(大分県宇佐市)など、様々な場所へ預

けられていたそうです。 

            ←北の森に生きる 

世界最大のネコ  

“アムールトラ” 

(♀チャチャ)  

             

→サバンナに暮らす 

百獣の王“ライオン” 

(♂サン・♀クリア)   

メスのクリアは、サンの 

結婚相手として九州自然 

動物公園アフリカンサファリから一緒にやって来

ました！ 

寝ているサンにずっと寄り添っていて、なんだか癒

されましたΟ 

 

         ←“ユキヒョウ”(♀スピカ) 

          岩場にじっとしたまま、凛とし 

た表情で遠くを見つめていま

した。15ｍの大ジャンプで、自

分の体重の3倍もある大きな動

物をしとめることができるの

だとか。 

既に満喫したような気持ちになりますが (笑)  

まだまだ奥へ進みます。シマウマやサイを横目

に･･･。と、そのとき。 

ん？「おーい。大丈夫ですか？」 

なんだかとっても落ち込んでい 

るように見えた、こちらのおサ 

ルさん。どうやらぐっすり眠っ 

ていたようです。笑 

カラフルなお顔とお尻を持つ“マンドリル”↑ 

国内ではここでしか見られない、園のシンボル 

“キンシコウ”(中国山岳地帯の森林に生息する毛

並みが金色のサル)は、高いところに居て上手く写

真が撮れませんでしたж 是非、お客様ご自身の目

でご覧くださいませ。 

そのあとも、キツネやフラミンゴをはじめとする 

たくさんの鳥類、さらにはちょっとした遊戯施設を

眺めながら、ぐるっと折り返します。 

           後半最初に向かったのは、 

           動物ふれあい広場、“タッ 

           チ愛ランド”です。ヤギ・ 

           ヒツジ・モルモットなどと 

           ふれあうことができる! 

ということで楽しみにしておりましたが･･･。 

「地面がぬれているため、動物たちは部屋の中にい

ます」とのことで、美味しそうにご飯を頬張るヤギ

やヒツジの姿を見て、次に進みました。 

後半も、動物園の人気者、ゾウや 

キリン、カンガルーといった、見 

応えのある生き物が勢ぞろい。 

 

→ながーい首を持つ 

“マサイキリン” 

第 219 号 

担当Χ今村 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ←地球最果ての土地に暮らす  

“ホッキョクグマ”(♀マルル) 

         生まれたときは 600ｇほどで 

すが、大人になると 400～ 

720 ㎏にもなるそうですш 

↓実はとってもデリケート!? 

 “カバ”(♂クラッグ・♀ミミカ) 

             こちらの２頭、私が 

入園してから退園す 

るまで、(およそ 3 時 

間)ずっとくっついて 

いましたω笑 

 

私にとって、小学校の遠足といえば、ここ熊本市動

植物園でした。以前よりも、より近くで動物たちの

姿を見られるようになっていたり、前からいた動物

も、新たにやって来た動物も、元気にのんびりと過

ごしていたりと、さらに見応えのある動物園になっ

ていましたΑ 

皆様も是非、動物たちと癒しのひとときをお過ごし

ください。 

熊本市動植物園 

入園料(個人)：大人・高校生 300 円、小・中学生 100 円 

住所：〒862-0911 熊本市東区健軍 5 丁目 14 番 2 号 

TEL：096-368-4416 

 牛牛深深ハハイイヤヤ祭祭りり   日帰りプラン！  

天草⇔福岡往復航空券 + 空港⇔イベント会場送迎付き 

出発日：2019 年 4 月 21 日(日) 

◆旅行料金(大人お 1人様/税込) 

 

詳詳

『『 ！！』』

載載 ΤΤ

 

ャ
ドーン！ と、お客様がびっくりするほどの衝撃のある着陸とまでは言わなくても、“怪しい風”が吹いていたり、雨や雪が降っていたりして、

滑走路のコンディションが良くない場合には、勢いをつけて接地させた方が安全な場合もあります。 

しかし、お客様が感じることのできる“パイロットの腕”は、いつタイヤが着いたのか分からないくらいのスムーズな着陸でしか伝わらない

こともあります。普通であればなるべくやさ～しく着陸させたいと、パイロットであれば誰もが願い、その努力を惜しみません。 

「コラー！なんだこの着陸はぁぁぁっ！（怒）」 

まだまだひよっこの訓練生時代や、副操縦士になったばかりの頃であれば、教官や機長の“やさしい（意味深）”な指導がありました。 

ですが、今や機長となり、着陸回数も 7000 回（！）を超えてしまうと、それは孤独な戦いとなります。 

意図せず勢いよく着陸してしまっても、隣に座っている副操縦士の失笑を買う程度。誰もそんな風に叱ってくれません。 

経験があるんだから、答えは自分で見つけなさい。どうやらそういうことのようです。 

さて、飛行時間もそろそろ 10000 時間に届く私も家に帰ると･･･ 

「ちゃんとくつはならべましょー」 「でんきはちゃんとけしましょー」 「パパはおはしのもちかたがへん！」 

こんな具合に、子どもたちに叱られることがしばしば。 

注意して叱ってくれる人がいるうちは、色々な意味で本当に幸せなのだと思います。 

  

※お申込み期限：2019 年 4 月 12 日(金）迄 


